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【AZ521細胞について緊急のお知らせ】 

 

多大なご迷惑をおかけする結果となりましたことを、深くお詫び申し上げま

す。誠に申し訳ございませんでした。ご理解とご寛容の程、何卒宜しくお願い

申し上げます。 

 

 当室では他の細胞株も多数保有しております。AZ521 細胞の代替細胞として

他の細胞株の利用をご希望の場合は、期限を設けず無償でご提供いたしますの

で、ご連絡いただきますようお願い申し上げます。 

 

当室が提供した AZ521 細胞を使った研究成果を学術誌等に発表されており、

編集局等への説明が必要な場合には、当室より事情説明の文書を送らせていた

だきますので、ご遠慮なくお申し付けください。 

 
 

【誤認細胞の蔓延と STR多型解析について】 

研究コミュニティで利用されている細胞株の中には、他の細胞株との取り違

えや他の細胞の混入等の問題があることが古くから指摘されていました（文献

1,2）。典型例が、HeLa 細胞（世界で最初に樹立された子宮頸癌細胞株であり、

現在でも世界中で汎用されている細胞株）との取り違えであり、独自細胞と信

じて使っていた細胞が実は HeLa細胞であった、というようなケースが多数存在

しました。しかし、これをハイスループットに解析できる手段がありませんで

した。こうした事実を踏まえ、世界中の主要細胞バンクが連携協力し、個人識

別に応用されている STR多型解析を細胞株の識別にも応用できないかを検討し、

応用可能であることを見出しました（文献 3）。現在では、世界中の主要細胞バ

ンクが共同で、STR 多型解析の結果に関する世界共通のデータベース構築を開

始しており、その途上にあります（文献 4,5及び以下 URL）。 

 
http://standards.atcc.org/kwspub/home/the_international_cell_line_authenticatio
n_committee-iclac_/ 
 

当室では、世界中の主要細胞バンクと時をほぼ同じくして、2004年 4月より

STR多型解析検査を導入し、その後のルーチン検査としております。当室で STR

多型解析を導入して全ヒト細胞株の解析を行った結果は、当室の寄託細胞の約

10%が誤認細胞でありました（文献 6）。 

 
 

【AZ521細胞の経緯について】 

AZ521細胞（理研登録番号 RCB2087）を東北大細胞バンクから理研細胞バン

クに移管を受けた時点で STR多型解析を行い、理研細胞バンクの他のどのヒト

細胞株とも異なる独自の細胞株と判断され、提供を行ってきました。 

AZ521細胞は、日本人研究者によって日本で樹立され、1989年に論文発表さ

れている胃癌由来の細胞株とされてきました（文献 7）。一方、HuTu 80細胞の

http://standards.atcc.org/kwspub/home/the_international_cell_line_authentication_committee-iclac_/
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樹立は 1968年であり、1973年に ATCCに寄託された十二指腸癌細胞株です（文

献 8：PubMed検索にて最も古い利用論文）。従いまして、AZ521細胞が取り違

えられた細胞であるという結論に達しました。 

AZ521細胞は、東北大細胞バンク（後に理研細胞バンクに移管）のみでなく、

医薬基盤研究所 JCRB細胞バンクにも寄託されています（登録記号 JCRB0061）。

そして、東北大細胞バンク（理研細胞バンク）と JCRB細胞バンクの AZ521細

胞は両者とも ATCC が提供している HuTu 80 細胞の STR 多型解析結果と完全

に一致していました。従いまして、東北大細胞バンク及び JCRB 細胞バンクの

AZ521 細胞は、寄託された時点で既に取り違えが存在していたものと考えられ

ます。 

樹立から細胞バンクに寄託するまでのどこかの過程で不作為に取り違えが発

生してしまったと推察しております。しかし、現在となっては、この取り違え

がどの段階でどのようにして発生したのかを確認することは不可能であります。

ご理解とご寛容を頂ければ幸甚です。当室では、AZ521 細胞の登録を抹消する

ことといたしました。 

 

 大変なご迷惑をおかけする事態となりましたこと、心よりお詫び申し上げま

す。本件に関するご質問やご要望等がございましたら、ご遠慮なく当室までご

連絡いただきますようお願い申し上げます。 

 

 当室では、二度とこのようなことが起こらないように、他の細胞バンクとも

協力し、厳格な品質検査を実施し、研究者の皆様に安心してご利用いただける

高品質のリソースを提供してゆく所存です。引き続き、理研バイオリソースセ

ンターの事業に対してご理解とご支援を賜りたく、よろしくお願い申し上げま

す。 
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